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察している。その対策に不可欠なのが情事艮の活用で，第  

Ⅹ章ではリモートセンシングによる土地情報や気象  

情報の重要性を指摘し，農地環境情報の監視システム  

の導入を提唱している。気象災害には“より正確な天  

候の予測”ギ何よりの妙薬のはずであるが“あたる長  

期予報への長い道のり”が実情であって，むしろ気象  

災害に強い体質の作物や栽培法が志向されよう。第ⅤⅠ  

章はそのための技術に関するもので，耐冷・耐乾・耐  

塩・耐湿の品種育成に紙面が割かれている。また栽培  

法として養液栽培や植物工場が紹介されている。   

本書の要旨は以上のごとくであるが，環境への依存  

を宿命とする農業が生きのびるために，その環境を健  

全に維持するとともに自然の脅威にも耐え得るには農  

みずからがいかにあるべきかを，観念的な建前論では  

なくキメ細かい技術の積み重ねによって追求している  

のであって，本吉は，環境とそれに働きか■ける農業技  

術との接点の軌跡によって措かれているといってよ  

い。農業に携わる実務者にとって誠に有用な手引きで  

あるばかりでなく，環境とその主体との関係において  

主体のあり方を向う視点は専門家にとっても貴重な示  

唆となろう。  （設楽 寛）  

A．コルパン著 福井和美訳：浜辺の誕生一海と人  

間の系譜学 藤原書店，1992年，752貢，8，800円，  

ISBN4【938661－61－6．   

本書の日本語訳が出版され，評者は非常に興味を  

持っていたが，その価格の高さと頁数の多さに今まで  

手を出すことができなかった。年月を経て，ようやく  

本書を手にし読破したが，当初の期待を決して裏切る  

ことのなかったこの書をここで紹介したい。   

著者は『においの歴史』や『娼婦』の日本語訳（と  

もに藤原書店刊）で知られる，フランスの歴史学着で  

ある。早速ここで，あまりに懲りすぎて本書の筋を分  

かり難くしている章構成を示してみよう。   

第Ⅰ部 末生の経験とざわめく欲望  

第1章 恐れと嫌悪の淵源  

第2章 浮かびあがる讃歎のかたち   

第ⅠⅠ部 あたらしい愉悦の輪郭  

第1章 身体と海の新しいハーモニー  

第2葦 世界のはらむ謎を読み解く  

第3章 鮮烈なる驚き  

第4章 うつろう道筋   

第ⅠⅠⅠ部 錯綜する社会情景  

第1章 港見物  

第2章 砂浜の百科事典  

第3章 透視画のなかの登場人物たち  

第4章 海岸の悲壮美とその変容  

第5章 浜辺リゾートの創出  

むすび  

方法をめぐるノート  

附録「めくるめく鯖摸」  

原著の表題を直訳すれば『空虚の領域一西欧と渚   

への欲望1750－1840年」lとなる本書の内容を，日本語   

への序文から著者に語ってもらおう。「本書は西欧にお   

ける感受性の歴史に踏み込んでいます。自然をめぐる   

表象システムと評価システムとを分析しようという試   

みです」（p．2）。近年，場所や風景をめぐる文化地理学   

の動向は目覚ましいが，今日では当然視されている浜   

辺に人々の足を運ばせるという行動様式を決定づけて   

きたいくつかの歴史的契機を丹念に辿る本書の作業か   

ら我々が学ぶところは大きい。  

著者は特に1750年から1840年という時代に焦点を   

当てるわけだが，この時代に海に対する人々の感受性   

に何がおこったのだろうか。第Ⅰ部では，古典主義時代   

における海に対する否定的な感情から始まり，風景へ   

の欲望や愉悦が生み出される啓蒙時代を通じ，徐々に   

海辺の風景にも目が向けられる様子が概観される。聖   

書や創世神話，地球理論における海の表象は，我々の   

住む大地を変形させるような力と動きをもった膨大な   

量の水として，あるいは数々の海獣の住処として恐れ   

の形象として描かれた。医学的にも海の発散する有害   

物質などが報告された。しかし，この当時においても   

海に対する感情は否定的なものばかりではない。航海   

に対して海は時に脅威となるが，穏やかな時は神の力   

の感謝，というわけだ。海に生息する生物も神の創造   

物として賞賛される。こうした神学に基づく表象体系   

は18世紀半ばを境に消滅するが，海に対する肯定的な   

感情が勝ってくるのもこの頃であるpオランダ派の海   

景画が海ではなく浜辺を美の対象と変化させたのと同   

時に，海と結びついたオランダという国への旅行が流   

行した。  

第ⅠⅠ部では，こうした海や浜辺に対する感情の変化   

から生まれた海や浜辺での新しい行動様式の歴史が辿   

られる。ここで大きな原動力を与えるのが医学的言説   

であり，美的対象としての浜辺でのそぞろ歩きは海水   

浴へと変容する。運動，水温，塩分，空気といった浜  
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